
アインストーン社会 教材の特徴

小６社会の学習順で政治分野から学ぶことになった影響で、
適性検査での政治分野の出題が増えている傾向にあります。
その傾向を踏まえ、改訂版アインストーン社会では、政治の扱
いを厚くしました。
また学習順にも配慮し、歴史単元の前に政治単元を配置し
ています。

単元番号 改訂後単元

1 資料を読む①

2 資料を読む②

3 地図を読む

4 ごみについて考える

5 水について考える

6 人々のくらしについて考える

7 国土・自然・防災について考える

8 農林水産業について考える①

9 農林水産業について考える②

10 食料生産について考える

11 工業と商業について考える

12 エネルギー・貿易について考える

13 資料を読む 地理総合編

14 現代社会について考える

15 政治・経済について考える

16 日本の歴史について考える①

17 日本の歴史について考える②

18 現代の生活・文化について考える

19 世界との結びつきについて考える

20 持続可能な社会について考える

● 総合問題①

● 総合問題②

学習順に配慮した単元配列 アインストーン社会の特長

５年生でも扱える単元が充実

政治分野の出題増に合わせた単元割

前半13単元までは主に地理分野で構成されているため、
５年生からでも扱えます。適性検査は身近な生活や地理
分野の出題割合が大きいので、その内容の単元を充実
させています。



アインストーン社会 教材の特徴

SDGsは近年の適性検査でよく扱われているテーマです。
世界の環境問題と交えて出題されることが多いですが、
身近な生活の中でできるSDGsへの取り組みなども出題されます。

改訂版アインストーン社会では、「持続可能な社会について考える」
という単元を新設しています。
SDGsについて扱ったオリジナル問題も掲載しています。

生活の中で行えるSDGsへの取り組みを
テーマとしたオリジナル問題

SDGsを世界規模で考えるオリジナル
問題を掲載

アインストーン社会 教材の特徴近年の適性検査の出題傾向を反映 アインストーン社会の特長

近年頻出のSDGsを厚く扱う



アインストーン社会 教材の特徴

多くの資料を読み取る過程で多くの社会的知識が蓄えられます。
アインストーン社会では適性検査に必要な学力以外にも、
深い社会的知識が身につきます。

右の問題では、日本の食料自給率についての読み取りから、
食料自給率の低下の理由、日本の農業の将来の工夫などを
考えていきます。
食料自給率が低下しているという知識を学べる教材は多くあり
ますが、「なぜ低下したのか」「今後の日本の農業は」などと食
料自給率の低下について連鎖的に学べる教材は少ないと思
います。
アインストーン社会のオリジナル問題は社会の動きも深く学べる
ように工夫してあります。

アインストーン社会 教材の特徴アインストーン社会 教材の特徴幅広い力が身につく社会科教材 アインストーン社会の特長

社会的知識を深く追求できる

今後も役立つ幅広い力を培う

社会の適性検査では、複数資料と会話文を読み取り解答を
導きだす問題が出題されます。アインストーンでもそのような問
題を出題していますので、資料などを理解する力を培うことがで
きます。
また記述問題も多く掲載しているので、正解の条件を満たすた
めに


